
神戸川の河川環境に関するアンケート調査結果（①住民及び住民代表者）の概要　その４
＜アンケート結果＞

・「少なくなった」が40%で最も多い。下流にいくほどわからない

　とする回答が高く、下流では約半数。

・地区別で比較すると、上流にいくほど「少なくなった」の割合が

　高い傾向にある。

・少なくなったのはいつ頃からかに対しては、意見が分かれる。

　中流域では「10年以内」の割合が43％と他に比べて高い。

＜自由回答の主な意見＞

・水量が減り、中州ができて茅が繁り水の流れを悪くしている。

・深みがなくなった。

・深くて大きな淵がなくなった。

・H18年災害の影響で変化した。

＜アンケート結果＞

・「変化があった」が全体で55%と過半数であり、その割合は、

　上流域の方が高くなる傾向にある。

・変化内容としては、「動物が少なくなった」が64%で多く、次い

　で、「植物が多くなった」が23％と多い。

・「動物が少なくなった」のは、いつ頃からかに対しては、意見が

　分かれるが、下流では「20～30年前」が40%と高い。

・特定の時期については、「一年中」が48%で約半数を占める。

・「植物が多くなった」のは、いつ頃からかに対しては、意見が

　分かれるが、10年以上前からが多い傾向にある。

　下流では、「20～30年前」が50%、中流では「10～20年前」が

　42%と地域によりばらつきが見られる。

・特定の時期については、「一年中」が63%で約半数を占め、

　上・中流域に多い。下流では、季節に偏りがない。

＜自由回答の主な意見＞

・動物がいなくなり、ヤナギが減り、ヨシや雑草が増えた。

・アユだけでなく、ウグイなど年中見られた雑魚がほとんど見ら

（複数回答） 　れなくなった。

・餌に必要な藻類が無くなり、遡上するコイ、フナ、ウグイ等が

　少なくなった。

・魚の住み家であるうろが少なくなり、魚種も少なくなっている。

・子供の頃、ハマグリを採った。砂浜が遠浅で貝のじゅうたんの

　様。

6.瀬・淵 瀬や淵の箇所に変化はありましたか 「①少なくなった」を選択された方：いつ頃からですか

動物や植物について変化はありますか 「②動物が少なくなった」を選択した方：7.動植物 「②動物が少なくなった」を選択した方：

「①変化があった」を選択された方：どの様なことですか 「③植物が多くなった」を選択した方： 「③植物が多くなった」を選択した方：

特定の時期はありますか（複数回答）

特定の時期はありますか（複数回答）

いつ頃からですか

いつ頃からですか
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神戸川の河川環境に関するアンケート調査結果（①住民及び住民代表者）の概要　その５
＜アンケート結果＞

・「変化があった」が全体で66%と多く、上流ほどその割合が高い

　傾向にある。

・変化内容は、「水の量が変わった」が40%と最も多く、水温・

　濁りも各々32%、26％と意見がある。

・「にごってきた」のはいつ頃からについては、意見が分かれる。

・時期については意見が分かれるが、上流に行くほど5年以内が

　高く、下流では「20～30年以内」が47%と高くなっている。

＜自由回答の主な意見＞

・用水が臭い。

・藻が発生。

・水田にコケ（藻類）が多くなった。

・田の中にも、黒ずんだドベのようなものが入るようになった。

＜アンケート結果＞

（複数回答） ・農業用水の量については、「年間を通じて減った」が73%と多

　く、「ある時期だけ減った」を合わせると、90%になる。

・農業用水の温度については、「年間を通じて高くなった」が

　45%、「ある時期だけ高くなった」が24%で、合わせると69%を

　占める。

・下流域では、「年間を通じて高くなった」が70%と他に比べて

　高い。

＜自由回答の主な意見＞

・ポンプアップのため、水量は安定している。

・夏頃水温が上がる。

・用水路の水を風呂、野菜洗い、スイカを冷やしたりに使ってい

　た。今はできない。

8.農業
　用水

「①変化があった」を選択された方：どの様なことですか 農業用水の量がどの様に変化しましたか 農業用水の温度がどの様に変化しましたか

農業用水について変化はありますか

＜全体総括＞
・「水量の減少」については、回答者の2/3が感じている。また、上流域にいくほど、その割合が高い。

「③水がにごってきた」を選択された方： 「③水がにごってきた」を選択された方：

特定の時期はありますか（複数回答）いつ頃からですか

・「にごり」・「水温の上昇」・「臭い」を感じているのは、回答者の1/4程度である。また、上流域がその割合は高い。

・「特定の時期」については、「一年中」、「夏」が多い。

・「川底の状況」については、回答者の半数が変化を感じており、「石や砂の色」、「ぬめり」の意見が多い。
・「動植物」については、「動物（魚類・昆虫類等）の減少」、「植物の増加」が多い。
・「いつ頃から」については、10年単位でみると、全項目で意見が分かれているが、下流域では、20年～30年前が多い傾向にある。
　一方で、5年以内とする回答だけをみると、上流に行くほど高くなる傾向にある。
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